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平成１８年度 決算報告書 

 

国立大学法人 北見工業大学 

 

（単位 百万円） 

区    分 予 算 額 決 算 額 
差  額 

（決算－予算） 
備 考 

収入 

 運営費交付金 

 施設整備費補助金 

 補助金等収入 

 国立大学財務・経営ｾﾝﾀｰ施設費交付金 

 自己収入 

  授業料、入学金及び検定料収入 

  雑収入 

 産学連携等研究収入及び寄附金収入等 

 目的積立金取崩 

計 

 

 ２，６２８ 

  １，１７１ 

   ０ 

   １９ 

 １，２４０ 

 １，２０９ 

    ３１ 

  １９０ 

    ２０ 

 ５，２６８ 

 

２，６２８ 

１，２０４ 

１５ 

１９ 

１，２５６ 

１，２０１ 

５５ 

２８４ 

４８ 

５，４５４ 

 

０ 

３３ 

１５ 

０ 

１６ 

△８ 

２４ 

９４ 

２８ 

１８６ 

 

 

（注１） 

（注２） 

 

 

（注３） 

（注４） 

（注５） 

（注６） 

支出 

 業務費 

  教育研究経費 

 一般管理費 

 施設整備費 

 補助金等 

 産学連携等研究経費及び寄附金事業費

等 

 計 

 

 ３，２２５ 

 ３，２２５ 

 ６６３ 

 １，１９０ 

  ０ 

   １９０ 

 

  ５，２６８ 

 

３，０７１ 

３，０７１ 

６５３ 

１，２２３ 

１５ 

２８８ 

 

５，２５０ 

 

△１５４ 

△１５４ 

△１０ 

３３ 

１５ 

９８ 

 

△１８ 

 

 

（注７） 

（注８） 

（注９） 

（注10） 

（注11） 

 

収入－支出 ０ ２０４ ２０４  

 

○ 予算と決算の差異について 

（注１）施設整備費補助金については、予算段階では予定していなかった平成１８年度当初予算による交付を受

け、予算額に比して決算額が３３百万円多額となっております。 

（注２）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金の獲得により、予算額に比して決算

額が１５百万円多額となっております。 

（注３）授業料、入学金及び検定料収入については、在籍者数の減少及び授業料免除の拡大による授業料収入の

減少、また、入学金の免除申請件数の増加に伴う入学金収入の減少により、予算額に比して決算額が８

百万円少額となっております。 

（注４）雑収入については、主として外部資金の獲得に努めたことによる間接経費の増加等により、予算額に比

して決算額が２４百万円多額となっております。 

（注５）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、受入額の増加により、予算額に比して決算額が９４
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百万円多額となっております。 

（注６）目的積立金取崩については、使用目的に対する支出の増加により、予算額に比して決算額が２８百万円

多額となっております。 

（注７）教育研究経費については、主として人件費の節減に努めたこと及び退職手当の残額により、予算額に比

して決算額が１５４百万円少額となっております。 

（注８）一般管理費については、主として人件費の節減に努めたこと及び退職手当の残額等により、予算額に比

して決算額が１０百万円少額となっております。 

（注９）注１に示した理由により、予算額に比して決算額が３３百万円多額となっております。 

（注10）注２に示した理由により、予算額に比して決算額が１５百万円多額となっております。 

（注11）注５に示した理由により、予算額に比して決算額が９８百万円多額となっております。 

 

○ 支出の教育研究経費には、損益計算書上の教育経費、研究経費、教育研究支援経費、教員人件費の全部及び

職員人件費の一部を含んでいる。また、支出の一般管理費には、損益計算書上の一般管理費、役員人件費の全

部及び職員人件費の一部を含んでいる。 


